
1 大 豆新品種 「フクナガハ.」(中育10号 )(農試畑作科)

新品種は,早 生の極大粒白目で粒質良く,年 次による収量の変

動が少く,安 定した品種で多収性である。適応地帯としては県判ヒ

部の標高300秘 以上の地帯に普及を図る。

(1)来  歴

大豆 「フクナガハ」は昭和44年 北海道中央農試畑作部において 「中系 12号 」を母 とし,

「LT88-16」 を父として人工交配を行ない以後選抜固定をはかり,昭 和 49年 より系

統適応性検定試験,生 産力倹定試験に供試し,昭 和 51年 より中育 10号 の系統名で地方適

否を検討してきた。

本県においては本場技術部において昭和 51年 より生産力検定試験,県 北分場では昭和52

年に系統適応性検定試験, 53年 から生産力険定試験に供試するとともに,昭 和 52年 より

二戸市, 54年 から一戸町奥中山において現地試験に供試 してきた結果有望と認められた。

中育 10号 の譜系

白鶴

名魯     卜
 中

系 12号

鶴の子系在来 ―十~~~ LT鶴 -16

12)特 性の概要

開花,成 熟とも白目長葉にくらべ2～ 3日早い早生種に属し,冷 害年でも熟期のおくれは

少ない。茎長は年次によって変動するが,自 目長葉より長目である。白目長葉にくらべて茎

がやや太く,分 枝少なく,最 下分枝着枝高もやや高い。主茎型で株は閉じ草姿極めて良 く,

蔓化,倒 伏にも白目長葉より強いので機械収穫にも適する。花は白色,小 葉は長葉で熟薬は

褐色である。ウィルスに罹病し,白 目大粒 で粒揃いよく品質も白目長葉に勝る。

本場における最近 5か 年の平均子実重は白目長葉より20%多 く,特 に昭和 51年 , 55

年で多収を示した。県北分場での最近 4か 年の平均収霊比は105%で あつた。また肥沃地

水回転換畑でも多収を示し!現 地試験でも白目長葉を上回った。
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8)成 績の概要

1)奨 励品種決定調査成績 (農試本場)

品種,系 統名 年 度 開花期
r 日・n

成熟期
r 日ちn

墓
rr航〕

分枝数
rフ【ゝ

節 数
r宮常)

爽 数
て療)

蔓 化 倒 伏

中育10号

5ユ

52

53

54

55

7.24

. 1 9

. 1 3

. 1 5

, 2 1

1 0 . 5

9.30

. 29

10,7

. 2

即

衝

５９

幻

観

2 . 9

2 , 7

3 . 1

3 . 0

1 . 8

1 3 . 6

1 5 . 3

1 4 . 3

1 3 . 6

1 6 . 8

33

36

3 8

31

32

無 無

平均 7.18 10.3 64.4 2.7 14.7 34 征
小

無

(上ヒ)

白 目長 葉

51

52

53

54

55

7.30

.27

. 1 8

,23

. 23

10。13

.8

9.拠

10.2

・9

8 9

70

5 5

41

65

2 . 3

5 . 2

4 . 3

4 . 5

5 . 3

17.9

1 6 . 6

1 4 . 9

1 3 . 9

1 5 . 4

４０

抑

３‐

３０

２９

微
　
笠
小　
″
　

″
　

″

中
　
微
　
無

平均 7.24 10.5 6 4 4.3 15.7 32 無～微 無ヽ中

年 度

a 当 り  対 100

粒 重

( 〕)

障
光

沢

粒

揃

口
皿
産貝

全 重

(々)

精子実重

(枠)

標準化

(%)

紫

斑

褐

斑

虫

害

裂

皮

中育 10号

51

52

53

54

55

76.3

60.0

79.5

5 4 . 6

67.5

36.3

27.2

3 6 . 6

28.0

28.5

130

103

120

108

143

3 8 . 5

3 2 . 5

33.4

3 8 . 0

3 9 。2

無

微

範

微
　
″
　

〃
　
無
　
微

範
小　
微
　
″
　

″
　

″

無 中
　
鵡

中

　

中

ヤ良

良

中上

中上

中上

上下

上下

平均 67.6 31.3 120 36.3 鞠 ‰ 無 ‰律自
P告

(ルヒ)

白 目長 葉

51

52

53

54

55

66.4

59.2

6 4 . 7

5 0 . 1

39.5

2 7 . 9

26.3

30.4

26.0

20.0

100

100

10o

100

100

3 0 . 5

29.0

26.2

拠.6

29.7

微

微

微

微

微

微

微

微

無

中

微

微

微

微

微

微

少

無

無

無

中
離
鵡
軸
報

良
良
壊
良
良

中上

中上

中上

中上

中中

平均 56.0 26,1 10o 28.0 微 鵠 微無
抄 脇 隆 隅
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2)同 上耕種の概要

験

度

試

年

播種期

(月日)

畦 巾

(c虎)

株 間

(σ初)
播 種 粒 数

N P'05 K20

堆 肥

陥 / a )
前 作 物

51

52

53

54

55

5。21

21

20

21

21

60 10 2粒 (1本立)

″

1 , 3

0 , 4

0 . 4

0 . 4

0 . 4

1 . 3

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 2

1 . 4

1 . 2

1 . 2

1 . 2

150

150

150

150

150

麦

畑 稲

トウモロコン

麦

トウモロコシ

3)栽 植密度に関する試験 (LAIは 8月 16日調べ)

日
ｍ
　

　

種

株
　
間
の

正禁
数
∞

茎
　
長
の

分
枝
数

物

総
呂日

数
∽

爽　数吻

L

A

I

乾物重 (9%わ O a当 り 100

粒
重
( 3 )

葉 茎
全 重

∽ )

子類

(ル)

中

育

10

号

20

2 0

15

15

10

10

5

5

1

2

1

2

1

2

1

2

伸

関

硝

似

鶴

６５

７２

櫛

33

4 8

41

4 2

4 3

33

鶴

13

303

477

375

504

445

552

587

胡

駆

測

翻

価

盟

財

鉛

餅

2 8

3 . 9

3 . 5

4 . 4

4 . 4

5 . 0

5 . 1

6 . 5

103

143

129

158

167

173

173

220

1 1 2

193

166

253

252

273

277

367

601

600

587

796

675

673

796

858

3 1 9

340

320

360

336

368

361

334

33.2

33.2

32.ム1

3 4 . 2

32.8

33.8

3 3 . 2

33.7

4)転 換畑 における漉水栽培試験 (昭和 53年 )

注)耀 水は開花期以降PF2.6以 上で行った。  第 1回 目 7月 21日

第 2 回目 7 月 2 8 日

耀水

有無

栽植密度 茎
　
長

御

輪節数∽

全

重

物 的

子実重い

100
粒
重
( 3 )

爽　数勁

地
　
懃
紛

粒　数物
株

間

畦

巾

1 株

有

6 0× 1 5

6 0× 1 0

９

０
　

　

１

■

齢
　
７７

５８２
　
帥

1 , 1 1 2

1,173

０

　

　

２

坐
　
５‐

７

　

　

２

３７
　
鶴

７７９
　
砲

1.50

1 , 7 1

1,170

1 , 3 4 2

範

小

6 0 X 1 5

60X10

２

　

　

１

骸

　

７３

７

　

　

３

踊

　

ジ

拠
　
競

帥
　
観

７

　

　

０

３

　

　

４

３

　

　

３

組
　
綱

1.59

1 . 8 4

1,128

1 , 2 8 5
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5)野 菜跡土壌における生育収曇 (昭和 55年 )

口
ｍ
　
　
　
　
籍
怪

堆

　

　

肥

熔

　

　

燐

開
花
期
榔

成
熟
期
胸

茎
　
長
の

分
枝
数
ω

選
　
搬
御

株当り音爽数 a 当 た り
子実
百粒
重
( 3 )

稔実
(殉 稀

∞
全重
(″)

子実重
( )々

ナ

ン
グ

ミ

ロ

メ

無

有

無

有

無

無

有

有

8.25

8.23

8.23

8.23

1 0 . 1 2

1 0 . 1 4

1 0 , 1 4

1 0 . 1 4

∞

踊

７５

鶴

4 . 2

5 , 0

4 . 8

4 . 6

1 6 . 6

1 6 . 9

1 6 . 2

1 7 。1

38.5

55.6

4 4 . 1

45。6

1 . 3

1 . 7

2 . 7

2 . 3

53.1

73.6

弱. 0

72.8

23.4

33.0

25。0

36.8

24.6

26.7

25。9

25.9

中

育

10

号

無

有

無

有

無

無

有

有

7. 18

7.18

7.18

7 . 1 8

10. 3

10.  3

10.  3

10.  3

91

102

8 9

9 2

o . 3

3 . 1

2 . 1

3 . 1

13.8

1 4 . 6

1 3 . 7

14.8

1 3 . 0

28,1

23.8

28.0

0 。9

3 . 9

3 . 0

4 . 1

47.6

8 5 . 4

75.6

8 1 . 0

1 8 . 2

37.5

32.3

37.5

37.3

39,7

4 0 , 8

37.5

5月 15日 播種,N=0.4, P205=1・ 5, K20=1・ 2, 浄 /a

堆肥 :300々 /a    熔 燐 :20々 /a

ナンブンロメ :7 0cttX 1 2c秘1本立,中 育10号:70御 X6c秘 1本立

前作 :短根ニンジン

6)大 豆多収穫に関する試験 (転換畑) 土 壊改良 (昭和 55年 )

収曇調査成績

土 壊 条 件

転換初年目畑

PH(H20)6.5目 標  炭 カル 100浄 /10a

有効 P205  16竹 目標改造 (ようりん688々 /10a,重 過石 101r7/1o a)

牛厩肥 23/10a

耕 種 概 要

土改材施用 :5月 20日     施 肥 :5月 10日

播   種 : 5 月 1 2 日

栽 植 密 度 : 7  0 c t t X  1  2 ごれ 1 本 立 ( 1 1 , 9 0 0 株/ 1 0 a )

播種時に根粒菌粉衣

施肥丑 (枠/10a) N-4,K20~8

品  種
成    熱     期

主茎島あ1節荻輛 |ハ枝サ疑ぽ朽恵夏蘭
精子実重

(浄/a)

比

(%)

百 粒 重

( 3 )

ナングシロメ

中 育 1 0 号

拠. も

65.5 揺1鑑
4 8 . 9

53.4

抑
　
窃

( 1 0 0 )

138

2 4 , 1

4 2 . 2
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8)中 育10号 粒大分布

9)大 豆黒痘病特性検定試験

(昭和 55年 農試本場産試料)

お、る い 目 8.5御れ 7.9純m 7.3 5.5伽

区   分 特殊大粒大豆 大 粒 大 豆 中 粒 大 豆 小 粒 大 豆

中育10号 88% 10% 2%

(昭, 55岩 手農試本場)

品種系統名 種子取寄先

罹病株

歩合

吻

り

度

当

病

株

罹

部位別曜病歩合物)

備 考
茎 葉 柄 爽

１

　

　

　

２

僻農林 1号

中育 10号

当   場

北海道中央農試

０

　

　

　

０

０ ８

　
　
　
０

５ ２ ６

　

　

一

０

　

　

一

３ ４４

　

　

一

10)ウ イルス病特性検定試験 (昭, 54年 山杉農試)

① ウイルス発病調査

査

　

数

調

　

株

品種系統名

ウイルス発病級数別株数 (株) 発 病

株 数

発病株

歩 合

発病度
健 疑 軽 中 重 基

P e k i n g   1   3 0 株

i皆晶暑 | :!

３

　

　

　

０

　

　

　

０

３

　

　

　

０

　

　

　

０

４

　

　

　

０

　

　

　

０

０

　

　

　

６

　

　

　

０

０

　

　

　

３

　

　

　

５

２

　

　

　

２

０

　

　

　

１

　

　

　

０

株４
　
　
　

０

　
　
　
１

３

　
　
　
３

1 3 . 3 %

1 0 0

1 0 0

3 . 3

7o.8

70.2

② 褐斑粒の斑紋の形状別分類と褐斑粒発病率

品種系統名
調 査

粒 数

斑 紋 の 形 状 別 粒 数 ( 粒) 褐 斑 粒

合  計

同  左

発 生 率無 斑 粒 放射状斑 輪紋状斑 混 合 斑

十 勝 長 葉

中 育  1 0号

3 0 0粒

30 0

5 7

1 6 9

2 3 5

1 3 1

0

0

8

0

243体動

131

8 1 . 0し劾

43 . 7
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③ 褐斑粒の程度別粒数および発病度

品種系統名

調 査

粒 数

発 病 級 数 別 粒 数 ( 粒)

発 病 度

無 微 少 中 多

十 勝 長 葉

中 育 1 0 号

30 0粒

300

７

　

　

　

９

５

　

　

　

６

４

　

　

　

１

８

　

　

　

４

８

　

　

　

２

３

　

　

　

４

０

　

　

　

１

２

　

　

　

１

7 5 , 5

4 1 . 8

(4)栽 培上の留意点

1)ゥ ィルスに曜病するので種子更新をはかり,無 病種子を用いるとともにアプラムシの防

除を必ず行うこと。また,県 南部およびウィルスの多発地では栽培 しない。

2)白 日長葉より蔓化は少ないが,野 菜跡地等の肥沃地では倒伏の懸念があるので培土を行

うこと。

3)栽 植本数は 10a当 たり15,000～ 30,000本 位が適正である。

4)シ ス ト線虫には弱いので,こ れの発生するほ場では栽増 しない。

〔5)適 応見込み地帯

県中北部の標高 300″ 以上の地帯

普及見込み面積 1,000た o
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